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依存症当事者が中心に企画・運営した「こどもキャンプin平戸」

依存症当事者が子どもたちや社会との関わりを経験することで、日々の生きがいにもつながった

長崎県内で依存症者の回復支援を行う　　　
団体が回復と交流を目的に新たな事業を開始

NPO法人「ちゅーりっぷ会　長崎ダルク」は、民間団体

として1999年から薬物・アルコール依存症者の回復支援、

薬物・アルコール問題を抱える当事者・家族・援助者など

の相談支援、依存問題を様々な形で社会に届けるための

普及啓発などを目的に活動を続けてきた（2006年、NPO

法人化）。「ダルク」とは、薬物に依存している人たちが、

グループセラピーを通して依存からの回復や社会復帰を

果たすことを支援するリハビリ施設である。

2016年には無料で相談を受け付ける「眼鏡橋相談室」

を長崎市内に開設した。あわせてギャンブル等の依存問

題に対する取り組みも開始し、ギャンブル依存症回復施設

「グラフ・ながさき」を開 設した。また、2019年 度には

POSCの前身であるAJOSCの助成を受け、長崎県佐世

保市に依存症の相談・回復支援のための出張室を開設

したほか、2020年度にはPOSCの助成を活用し、パチン

コ・パチスロ依存問題を抱える人々への就労支援に向け

た事業（アップルパイの製作販売）をスタートさせた。

2022年度は、これまでの助成事業で積み重ねてきた実

績と経験を活かして、さらに新たな事業を行うことで今まで

とは違った形で依存問題への理解と予防を広げていきた

いと考え、自然豊かな長崎の海を活用して、依存問題の

当事者が楽しみや喜びを感じながら回復を目指すこと、ま

た依存問題に関わる人々が交流を深めながら情報の共

有を行うことで依存問題の解決につなげることを目的に、「な

がさき海プロジェクト」という事業を実施することにした。

依存症当事者が中心に企画・運営した　　
「こどもキャンプin平戸」を実施

もともと同法人では、依存症の当事者の回復プログラム

として、３人ほどのグループで月４回ほど当法人が所有す

るボートで海に行って魚釣りを楽しんだり、ボート係留場所

付近の清掃を行ったりする「長崎ダルク釣りクラブ」という

活動を行っていた。そうした経験も活かし、「ながさき海プ

ロジェクト」では、未来ある子どもたちが大自然の中で釣り

や食育を通し、生きることの大切さを大人と一緒に考える

ことを目的に、依存症当事者が中心となって企画・運営す

る「こどもキャンプin平戸」と題するイベントを実施するこ

とにした。

このイベントは、2022年 10月22～23日（１泊２日）に長

崎県平戸市早福町の海を舞台に開催され、31名（大人

16名、子ども15名）が参加した。具体的な活動としては、

船に乗って子どもたちに釣りを楽しんでもらい、さらに船長

から釣った魚のさばき方を教えてもらって食べることで、釣

りの楽しさと食育という形での魚食文化との触れ合い、魚

を食べる喜び、そして命の大切さを感じることができた。ま

た、廃校となった旧早福小学校校舎を活用した「まなび舎」

に参加者で宿泊をして交流を深めた。イベントの実施にあ

たっては、プロアングラー、漁船船長、児童発達支援や放

課後等デイサービスに取り組む一般社団法人「シェアハー

ト」、釣り具メーカーなどの協力があった。

依存問題を抱えた当事者が、社会と関わりながら楽し

むことを経験することは、依存から離れ、日々の生きがいに

もつながるため、有意義なイベントとなった。

共同助成（長崎県遊技業協同組合）

「依存問題に関わる人々の交流を深めよう
『ながさき海プロジェクト』」事業

依存問題の当事者が楽しみながら回復を図るため、
支援関係者や子どもたちと交流を深める取り組み

長崎県長崎市で20年以上にわたり薬物・アルコール・ギャンブル依存症者の回復支援や当事者・家族などの相談
支援を行ってきたが、長崎の海を活用して、依存症当事者が主体となった社会貢献活動を実施した。依存問題に関
わる人々や子どもたちと交流を図るなかで、依存からの回復を目指し、依存への社会的理解を深めることができた。

依存問題から解放され、生きがいのある生活ができるように
POSCの助成のおかげで、様々な活動ができることに深く感謝しております。今回も依
存症当事者の回復支援ができ、またこれまでよりも幅広く様々な方に依存問題を知っても
らうことができました。いろいろな分野の方 と々の繋がりを深めることで、少しでも多くの方々
に依存問題への理解が深まるものと考え、私たちにできる活動をこれからも継続していき
ます。

助成団体：特定非営利活動法人　ちゅーりっぷ会　長崎ダルク	 http://grafnagasaki.net/

特定非営利活動法人　ちゅーりっぷ会　長崎ダルク
代表理事　中川 賀雅さん

長崎県遊技業協同組合より
長崎県内で早くから依存問題に取り組んでおり、着
実に実績を残しつつあります。今後もその活動を支え
ていきたいと思います。


